
原油価格高騰に関する対策を求める意見書

世界的な需要拡大や大量の先物投資などを背景に、昨今の原油価格は史上最も
高い水準にあり、現在も依然として高価推移すると予測されている。
このため、石油依存度が高く十分な価格転嫁を行い難い農林漁業、運送業や中

小企業、医療・福祉関連業者などの経営を直撃し、地域経済にも深刻な影響をも
たらし、県民生活を直撃している。
こうした状況を踏まえ、国におかれては、国民生活の安全・安心、産業の活力、

地域の活性化を確保するためにも、関係省庁間連携により総合的な対策を早急に
講じられるよう、下記の事項について強く要望する。

記

１ 石油製品の価格の適正化及び安定供給の確保について万全の対策を講じると
ともに、不透明な価格設定が行われないよう、国内の石油元売各社に対し調査
・監視・指導を強化すること。

２ 農林業用の燃油をはじめとした燃油高騰が続いており、価格安定対策を講じ
るとともに、燃油使用量抑制のため、農林業者の省エネ設備・機械の導入に対
する支援措置を講じること。

３ 漁業は他産業に比べ経費に占める燃料費の割合が高いことから、漁業用のＡ
重油・軽油・ガソリンの価格の低減化を図る措置を講じるとともに、漁業経営
を安定化させる措置を広く漁業者に対して講じること。

４ 運送業、建設業、医療・福祉関連業、生活衛生関連業などの業種についても
その厳しい経営状況に配慮し、各業種別に実情を調査の上、価格安定対策や金
融支援策など適切な対策を講じること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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